
地域再生計画 

 
１ 地域再生計画の名称 
福岡県汚水処理構想推進及び元気を生み出す、水と緑の洗練都市甘木市「水源地」再生

計画 
 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 
福岡県，福岡県甘木市 
 

３ 地域再生計画の区域 
甘木市の全域 
 

４ 地域再生計画の目標 

福岡県のほぼ中央部に位置している甘木市は、人口 42,722人、世帯数 14,116戸（平

成 17年３月３1日現在）の田園都市であり、市域は東西 20.5㎞、南北 15.5㎞のほぼ扇

形で、面積は 167.19k ㎡である。市の北部から東部にかけては、古処山、馬見山、十石

山、鳥屋山など、800～900ｍ級の山々が連なり山岳丘陵地帯を形成し、ここを源とする

筑後川水系の小石原川と佐田川の一級河川によってできた肥沃な穀倉地帯が市の南部に

水と緑あふれる農村集落を形成している。本市の基幹産業の中心は農業で米麦の他果樹

や施設園芸、畜産等様々な営農がなされている。また、第二次産業では、キリンビール

福岡工場をはじめ、数多くの企業が進出している。 

今まで本市では、広大な市域の６０％が山林という恵まれた自然を生かし、水資源の

開発が進められてきた。江川ダム（有効貯水量 2,400 万トン）、寺内ダム（有効貯水量

1,600万トン）と全国でも珍しい市域に２つの連結ダムの建設が行われ、現在第三のダム

として、小石原川ダム（有効貯水量 3,910 万トン）の建設計画が進んでおり、市内の農

業用水はもとより福岡市の飲料水として重要な水資源地域となっている。さらに、本市

下流の筑後川は、九州の穀倉地である両筑平野を潤し、福岡都心部及び久留米市の重要

な水源となり、閉鎖性水域の有明海へと流れ込んでいるため、水源地である本市の全域



において、早急に水質浄化を図っていく必要がある。 

しかしながら、生活様式の多様化や社会環境の変化の中で、本市においても市街地を

中心として急速に宅地化が進み、それに伴う生活雑排水による河川汚濁が大きな問題と

なる一方、山間部の集落においても、未処理の生活雑排水が河川に多く流れ込み、自然

の浄化能力を超えた状況にある。 

このため、福岡県は、甘木市を生活排水対策重点地域に指定し、同市と協働して「生

活排水対策推進計画」を策定し、的確に進捗管理を行うことにより生活排水対策の推進

を図っている。また県職員による出前講座を活用しながら、生活排水の浄化の重要性を

住民に対して啓発していく 

甘木市では、かけがえない水源地を守るべく、平成６年度から市内全域の生活排水や

工場排水の浄化のため、農業集落排水事業や公共下水道事業、合併浄化槽事業に取り組

み、平成１２年度には安川地区の農業集落排水施設の供用開始、また、平成１５年度か

ら流域関連公共下水道の一部供用開始を行い、さらには、平成１５年度からは従来から

行っている個人型の浄化槽設置事業に加えて、市設置型の浄化槽事業に取り組んできた。

これらの事業は平成１６年度末の汚水処理人口普及率を 44.2%とし、河川等の公共用水

域の水質改善に大きく寄与し、一部の地域では、ほたるやハヤがよみがえり、河川の浄

化に一定の効果が現れている。したがって、今後もこれらの事業を積極的に推進し、住

民の生活環境の改善と市内全域の水質の浄化を図り、水源地甘木市の再生を目指す。 

 

（目標１）汚水処理施設の整備の促進（汚水処理人口普及率を 44.2％から 67.5％に向上） 

（目標２） 小石原川、佐田川の水質改善（BOD 小石原川 1.3mg/L、佐田川 1.6 mg/Lを、

1 mg/L以下に引き下げる。） 

 

５ 目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 



甘木市は、汚水処理施設整備交付金及び福岡県浄化槽整備補助金などを効果的に利用

しながら市全域の生活雑排水及び工場排水等の処理を適正に行って水質の浄化を図る

ため、市内の中心部は公共下水道事業（流域関連）、秋月地区を中心とする観光地は公

共下水道事業（特定環境保全）、農村集落部は農業集落排水施設、人口密度の比較的少

ない地域及び山間部については浄化槽事業（市設置型）を継続して実施していく。また、

公共下水道の計画区域に予定されている地域であっても、事業の認可が取られていない

地域においては、浄化槽事業（個人設置型）を推進する。 
   福岡県は、県職員による出前講座を実施し、水環境の浄化の重要性を住民に対して

啓発していく。 
 
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
[事業主体] 
・いずれも甘木市 

 
[施設の種類] 
・ 公共下水道（流域関連、特定環境保全）、農業集落排水施設、浄化槽（市設置型、個

人設置型） 
 

[事業区域] 
・公共下水道（流域関連、認可済み）  甘木市 甘木、立石、馬田地区 
・公共下水道（特定環境保全、認可済み）甘木市 秋月、上秋月、安川地区 
・農業集落排水施設          甘木市 蜷城地区 
・浄化槽（市設置型）         甘木市全域（集合処理の計画区域以外） 
・浄化槽（個人設置型）        甘木市全域（集合処理の認可区域以外） 

 
[事業期間] 
・公共下水道       平成１７年度～２１年度 
・農業集落排水施設    平成１７年度～２０年度 
・浄化槽         平成１７年度～２１年度 

 
[整備量] 
・公共下水道（流域関連）     φ=150～400 28,270ｍ(単独 7,060m) 
・公共下水道（特定環境保全）   φ=100～500  7,610ｍ(単独 2,100m) 

処理場     1 ｶ所 
・農業集落排水施設        φ=150～300 13,750ｍ(単独 1,730m) 



処理場     1 ｶ所 
・浄化槽（市設置型）         5人槽     44基 

6～7人槽    285基 
8～10人槽     1基 

21～25人槽     1基 
31～40人槽     1基 

・浄化槽（個人設置型）       5人槽    123基 
6～7人槽    180基 

8～10人槽     5基 
11～15人槽     5基 
16～20人槽     4基 
21～25人槽     5基 
26～30人槽     4基 
31～40人槽     5基 

なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。 
公共下水道（流域関連） 4,803人、公共下水道（特定環境保全）886人、農業集落
排水施設 1,324 人、浄化槽（市設置型） 1,031 人、浄化槽（個人設置型） 1,306
人  

[事業費] 
・公共下水道（流域関連）      4,110,000千円 

（うち、単独   966,000千円） 
（うち、国費 1,572,000千円） 

・公共下水道（特定環境保全）     1,850,000千円 
（うち、単独  161,000千円） 
（うち、国費  880,000千円） 

・農業集落排水施設         1,967,190千円 
（うち、単独 231,000千円） 
（うち、国費 868,095千円） 

・浄化槽（市設置型）          387,071千円 
（うち、単独  33,200千円） 
（うち、国費 117,957千円） 

・浄化槽（個人設置型）        113,496千円 
（うち、国費  37,832千円） 

・合計               8,427,757千円 
（うち、単独 1,391,200千円） 
（うち、国費 3,475,884千円） 



 
（５－３）その他の事業 

・県職員による出前講座 
「水質保全と生活排水対策」、「かわの役割」、「下水道の役割と仕組みについて」

などをテーマに県職員が直に住民に対して説明を行う。 
 
６ 計画期間 
平成１７年度～２１年度 
 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を本市が調査、評価し、公表する。ま

た、必要に応じて事業の内容の見直しを図るために、市内の有識者、各種団体代表等で

構成する「甘木市水源地再生計画評価協議会」を設立し、施設の整備状況等について評

価・検討を行う。 
なお、整備された汚水処理施設については、水質検査、維持管理等が適切に行われて

いることについて、施設管理者と異なる第三者が行った水質検査等を同協議会において

把握し、必要に応じて市に適切な措置をとるよう提言する。 
県も専門的立場から意見を述べるなどして、甘木市とともに目標の達成状況に係る評

価に参画する。 
 

８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
該当なし 


